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工  事  仕  様  書 
 
                                                      東 海 農 政 局           
 
１．件     名    東海農政局津市庁舎公共下水道接続工事 
 
２．工 事 場 所           三重県津市広明町 415－１ 東海農政局津市庁舎 
                         
３．工 事 概 要         １）浄化槽に接続している既設排水管、枡の撤去。 
           ２）公共下水道に接続する排水管、枡の新設。 
           ３）駐車場区画線の復旧。 
 
４．支 給 材 料           な  し 
 
５．工     期    契約締結日から令和６年３月１２日まで 
 
６．仕     様 
 

第１  この仕様書に記載されていない事項は、下記の標準仕様書によるものとする。 
 
１．公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（最新版） 
                    （国土交通省大臣官房官庁営繕部監修） 

２．公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（最新版） 
                        （国土交通省大臣官房官庁営繕部監修） 
 

第２ 仕様書等に記載されていない特殊な材料又は機器等をもって施工する場合は、当該
製造会社の指定する仕様又は工法による。 

 
第３  図面及び仕様書の内容に相違がある場合、明記のない場合又は疑義を生じたときは、

監督職員に協議し、その指示に従う。 
 

第４ 工事施工上必要な施工図、工作図を作成したときは、施工に先立ち監督職員の承認
を受ける。 

また、工事の内容が設備機器の場合は、機器の製造会社の製作図にその仕様書を添
え提出する。 

 
第５  発注者が指定した材料、工法等について、請負者は代案を申し出ることができる。

ただし、代案について監督職員が承認又は助言に必要な設計図書、カタログ、価格調
書等の提出を求めたときはこれに応じる。 

 
第６ 工事現場は、危険防止・災害防止・盗難その他事故防止に努める。 

 
第７ 工事に使用する材料は、仕様書に記載されているもの、又は同等以上のものとする。 

１．材料又は機器は、あらかじめ見本品・カタログを監督職員に提出し承認を受ける。 
２．監督職員が行う材料検査は、特に指示する材料以外は抽出検査とし、軽微なものは

検査を省略する。 
３．管理上の不手際で、工事材料に変形、変質、汚損又は損傷があった場合は、これを

使用してはならない。 
 

第８  設備工事は、図面、仕様書のほか関係法規、条例等及び技術基準に従う。 
 
第９ 工事中、隣接建築物、道路その他工作物及び既存部分に対し、汚損又は損傷しない

よう適当な方法で養生を施す。 
 

第10 解体又は発生材の整理及び処理については、請負者において関係法規に基づき適切
に処分する。 



 
第11 工事が完成したときは、原形復旧又は後片付け清掃を行う。 
 

 
 ７．特 記 仕 様        
 

第１ 新規排水管配管の詳細位置、コンクリートはつり・復旧及びアスファルトはつり・
復旧の詳細範囲は、監督職員と協議する。 

 
第２ 浄化槽の清掃・消毒 

浄化槽の工事については、発注者指定の清掃業者による、清掃・消毒後とするため、
工事着工前に発注者及び清掃業者と協議し、工事日程を計画するものとする。 

 
第３ 撤去資材等発生材 

廃棄物等は、廃棄物処理法等の法律に基づく処理を遵守する。 
 
第４ 施工中の環境保全等 

１．騒音規制法、振動規制法、三重県公害防止条例等の騒音や振動に関する規制等の諸
法令を遵守する。 

２．騒音、振動、塵埃の発生が予想される工事等、執務に支障のある作業や周辺住民へ
の配慮を必要とする作業を行う場合は、事前に監督職員と協議し、必要な対策を講ず
る。 

 
第５ 環境への配慮  

１．「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成 12 年法律第 100
号。以下、「グリーン購入法」という。）」に基づき、「環境物品等の調達の
推進に関する基本方針 (平成 31 年 2 月閣議決定。以下、「グリーン購入法基本
方針」という。 )」に定める特定調達物品等を使用する。なお、特定調達物品
等の使用が困難な場合には、監督職員と協議する。特定調達物品等以外の環境
物品等についても環境への負荷の少ない物品等の使用に努める。  

２．東日本大震災の影響により、グリーン購入法に基づくグリーン購入法基本方
針による特定調達物品等の使用が困難な場合には、監督職員と協議する。  

３．グリーン購入法基本方針における特定調達品目「公共工事」の配慮事項（資
材（材料及び機材を含む）の梱包及び容器は、可能な限り簡易であって、再生
利用の容易さ及び廃棄時の負担軽減に配慮されていること。）に留意する。  

 
第６  官公署等への手続き 

１．受注者は、工事施工上法令等に定める手続きが必要な場合には、遺漏なく関係官公
署及びその他関係機関への手続きを行うこと。 

２．受注者は、届出の承諾又は許可を得た場合には、その写しを監督職員に提出するこ
と。 

３．受注者は、事前の届出又は許可を申請する場合には、あらかじめ監督職員と
必要な事項について協議しなければならない。  

 
第７  施工の制約  

本工事は、執務並行改修であり、作業時間等は原則下記による。但し、騒音・
振動に係る規制（騒音規制法、振動規制法、公害防止条例等）がある場合はこれ
を遵守すること。また、施工に先立ち監督職員と協議を行う。  
１．作業時間及び作業内容は原則次の通りとする。  

ア  開庁日  
        作業時間  
          ８時３０分から１７時００分まで  
        作業内容  
        ・執務室に立ち入る必要のない作業  
        ・騒音、振動等により執務に支障をきたすおそれのない作業  

イ  閉庁日（行政機関の休日に関する法律（昭和 63 年法律第 91 号に定める行
政機関の休日））  



        作業時間  
          ８時３０分から１７時００分まで  
        作業内容（執務上影響のない作業は除く）  
        ・執務室に立ち入る必要のある作業  
        ・騒音、振動等により執務に支障をきたす作業  
        ・電力、通信、給排水関係のインフラ切替作業  

２．上記１に関わらず、工事により執務に支障をきたすと監督職員が判断した場
合は、作業を中止し作業方法について監督職員と協議を行う。  

３．下記の場合は、工事予定の原則 14 日前までに理由を書面で監督職員に提出
して、協議を行う。  

   ア  執務室内で工事を行う場合  
   イ  閉庁日に工事を行う場合  
   ウ  作業時間外に工事を行う場合  
 
第８  工事用資材の輸送  

工事用資材の輸送については、工事用資材搬入者に運搬ルート及び安全輸送対
策につき指導を行うとともに、交通安全確保に努める。  

 
第９  既存施設の利用  

工事に必要な水及び電力は無償で利用できる。  
但し、節水、節電に努めること。  

 
第 10 完成図書の提出  

次の図書を監督職員に提出する。  
1.工程表  2.施工計画書  3.打合簿  4.工事材料搬入報告書  5.工事材料品質証

明書  6.工事写真  7.完成図  8.産業廃棄物管理票（マニュフェスト）  9.その他  
 
第 11 その他  

開庁日にトイレが使用できない場合は、庁舎敷地内に仮設トイレを設置するも
のとする。設置期間はできる限り短期間とし、設置場所は事前に監督職員と協議
すること。  
 

第 12 別工事を要しない。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



工 事 数 量 表 
 

 
名   称 

 
摘  要 

 
単位 

 
数 量 

 
１ 公共下水道切替工事 

 
１） 排水管・桝設置 

 
 
 
 
 

２） 既設排水管・桝撤去 
 
 

３） コンクリートはつり・復旧 
 
 
 
 

４） アスファルトはつり・復旧 
 
 

 
 

 ２ 駐車区画線復旧工事 
 
 ３ 発生材処分費 
 
 ４ 仮設トイレ設置費 
 
  

 

 

 

排 水 管 ： Ｖ Ｕ 管 100～ 150、  

H＝ 1.2～  

 

排 水 桝 ： 150-200 

防 護 蓋 ： T-14 

 

排 水 管 ： 23.2m程 度  

排 水 桝 ： ４ 箇 所  

 

カ ッ タ ー 切 断 ： 20㎝ 以 下  

は つ り 取 壊 し ： 20cm  

復 旧 ： コ ン ク リ ー ト t=100mm以 下

、 路 盤 砕 石 共  

 

カ ッ タ ー 切 断 ： 10㎝ 以 下  

舗 装 板 取 壊 し  

復 旧 ： ア ス フ ァ ル ト t=50mm、 路 盤

砕 石 共  
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